
学校番号 203 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「社会と情報 Next」（数研出版） 

副教材等 
社会と情報 Next サポートノート（数研出版） 

Word Excel PowerPointの基本操作 Office 2016（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・情報や情報技術についてのリテラシー(知識)を理解しましょう。 

・実践的、体験的な学習を通して、情報を収集・処理し、問題を解決する能力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報機器を適切に活用し、情報を収集、分析しながら問題を解決する力を身につける。 

・情報機器を活用したコミュニケーションや情報発信において、他者への配慮や責任をもつ態度を育てる。 

・情報化が社会に及ぼす影響や課題について理解し、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

・コンピュータや情報通信ネットワークのしくみを理解し、情報社会を支えるシステムに関心をもつ。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報や情報社会に関 

心を持ち、身のまわ 

りの問題を解決する 

ために、自ら進んで 

情報及び情報技術を 

活用しようとする。 

 

・社会の情報化の進展 

に主体的に対応しよ 

うとする。 

・情報や情報社会にお 

ける身の周りの問題 

を解決するために、 

情報に関する科学的 

な見方や考え方を活 

かしている。 

 

・情報モラルを踏まえ 

て、思考を深め、適 

切に判断し表現して 

いる。 

・情報及び情報技術

を活用するための

基礎的・基本的な

技能を身に付けて

いる。 

 

・目的に応じて情報

及び情報技術を適

切に扱っている。 

・情報及び情報技術

を活用するための

基礎的・基本的な

知識を身に付けて

いる。 

 

・社会における情報

及び情報技術の意

義や役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
実習課題 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
レポート、発表 
テストの結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
実習課題 
発表 
実技テストの結果 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
テストの結果 
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
と
メ
デ
ィ
ア 

○情報とメディアの特徴  

・情報の特徴 

・情報の表現形式 

・ディジタル情報の特徴 

〇コンピュータの活用 

・ハードウェア 

・ソフトウェア 

・インターネットでの情報検索 

・ワープロソフトウェアの利用

（１） 

○ 

  

 

 

 

○ 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

  

 

 

 

○ 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

a:「情報」がもつ意味やはたら

き、情報の信頼性や情報を検

証する方法について関心を

もっている。コンピュータの

しくみについて関心をもち、

積極的に活用しようとして

いる。 

b:情報の特徴やメディアの種

類や構成について考え、状況

に応じて適切な表現形式を

選択しようとしている。 

c:コンピュータの基本的な操

作ができる技能を身につけ

ている。 

d:情報の意味・メディアの特性

について理解している。コン

ピュータの基本的な構成に

ついて理解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

成果物 

小テスト 

 

１
学
期 

情
報
社
会
と
情
報
モ
ラ
ル 

○コンピュータの活用 

・ワープロソフトウェアの利用

（２） 

〇人・社会とのかかわり 

・情報社会が人に及ぼす影響 

・インターネットの活用 

・ネットトラブル 

〇技術とのかかわり 

・情報セキュリティ 

・情報の暗号化 

・安全にコンピュータを利用す 

る 

〇法とのかかわり 

・知的財産権 

・著作権 

・個人情報 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:情報社会が人に及ぼす影響や

問題点について関心をもち、

主体的に対応しようとしてい

る。 

b:社会の情報化が人や社会に及

ぼす影響について考え、適切

に判断し対応している。  

c:心身への悪影響がないように、

情報機器を適切に利用するこ

とができる。法律を守って、情

報技術を活用することができ

る。  

d:情報化が社会に及ぼす影響と

課題について理解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

成果物 

小テスト 

 



２
学
期 

デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
と
情
報
の
活
用 

○情報のディジタル表現 

・ディジタル表現 

・データの圧縮 

○情報の表現と伝達 

・情報の発信とその注意点 

・表現の工夫 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

○ 

a:ディジタル情報がどのように表

されるか、データ圧縮につい

て関心をもち、積極的に活用

しようとしている。情報を発信

するときの注意点に関心をも

ち、積極的に活用しようとして

いる。 

b:ディジタル化する方法、データ

圧縮のしくみについて考え、

その結果を適切に表現してい

る。多様な形態の情報をどの

ように活用・表現すればよいか

考え、適切に表現している。 

c:多様な形態の情報を統合化

し、伝えたい情報をわかりやす

く表現することができる。   

d:ディジタル化、データ圧縮の

しくみについて理解してい

る。 情報発信時の注意点に

ついて理解している。伝えた

い情報をわかりやすく表現

するために必要な知識を身

に付けている。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

成果物 

小テスト 

 

２
学
期 

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
構
築 

○情報システム 

・社会における情報システム 

○ ○ ○ ○ a:アルゴリズムやフローチャ

ート、プログラムに興味を持

ち、体験的な学習に積極的に

取り組もうとしている。 

b: 考えを試行錯誤しながらフ

ローチャートで表現できる。 

c:簡単なアルゴリズムのプロ

グラムを作成することがで

きる。 

d:フローチャートやアルゴリ

ズムの基本構造について理

解している。 

授業観察 

ワークシート 

成果物 

小テスト 

３
学
期 

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
構
築 

○情報社会における問題解

決 

・問題解決 

・表計算ソフトウェアの利用 

○ ○ ○ ○ a:問題解決やその方法につい

て関心をもち、主体的に問題

の解決を図ろうとしている。  

b:問題解決のプロセスについ

て考え、その結果を適切に表

現している。 

c:問題解決を行うために、情報

機器を効果的に活用するこ

とができる。 

d:問題解決を行うためのプロ

セスを理解している。 

授業観察 

ワークシート 

成果物 

小テスト 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


